





































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　faston． Let us　resolve either　for　peace　or　war，
and　let　it　not　be　said　of　us　in　future　days，that
six　thousand　Scottish　men　in　arms　had　neither
courage　to　stand　their　ground　and　fight　it　out・
。。rp・ud・n・et・treatf・rp・ace，…　ev・nth・
coward・s　wisdom　to　retreat　in　good　time　and　with
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝．
safety．What　signifies　quarrelling　on　point　of
church　discipline，　whenthe　whole　edifice　is
thre。t。。。dwith　t・t・l　d・・t・u・ti・n？…’；（・h・31）
（もしもあなたがたが武器を捨てる気になったのなら、私は敵軍からの和睦の
条件ももらってきている。あなたがたが、もっと男らしい気性だったら、立派
に敵を迎え撃つ方法も教えよう。時は刻々と過ぎて行くのだ。平和をとるか、
戦いをとるかを決めようではないか。後の世になって、武装した6千もの我々
スコットランド人が踏み止まって戦い抜く勇気もなく、和睦する慎重さもなく、
好機を樋んで安全に退く憶病者の知恵さえもたなかったと言われないようにし
ようではないか。教会全体が崩れ落ちるかもしれないこの時に、教義の点でい
がみ合うことに、一体何の意味があるのか）
　スコットは内乱に明け暮れて胚るうちに、遂には祖国スコットランドを押し流す
歴史の営みに、決して満足をしていないのだ。彼は過去の世界をもう一一ff甦えら
せたいと願い、Fictionの世界で、　Henryに姿を借りて、あの腐甲斐ない信
徒軍を叱責しているかのようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－18一
　こういう見方をしてくると、先にも述べたように、Henryの描ぎ方が、非常に
悲劇的であることとも符合する。この作品に流れるペシミズムは、結局、ス
コットの古いスコットランドへの愛と悲しみから生れたものであり、この感傷は又、
先に述べたように、作者本人の「二重性」の産物とも考えられるのである。
　所がこのように見てきても、スコットがこの悲劇的な時代を題材にとりあげ、狂
信と残虐、内乱と混乱の時代絵巻をこのように丹念に書き綴った真意についてだが、
これについても、彼がただ一途に過去を告発し、救いのないスコ・トランドの悲劇
を訴えたかったのだと、単純に理解することは危険である。たしかに、そのような
ものも可成b重大な動機だったかもしれkいが、彼の温厚な人と為りを知るものに
とって、彼がそれ程まで徹底的に、社会批判とか、歴史否定をするとは思われない。
この問いに対する答えは、実は本人の筆によって、まさに彼の「二面性」を浮き彫
りにする形で与えられているのだ。このことはスコットの美意識とも大いに関係が
あると思われるが、彼はこの時代が、”rnelancholy”ではあるが　“most
attractive”な時代であると述べ、更に、
　　Revolting　asalI　this　is　to　the　Patriot，　it　affords
　　fertilematerials　to　thePoet．⑳
　　（このすべては、愛国者の眼には、不快極まることでもあろうが、詩入には豊
　　かな題材を提供している。）
　とも述べているのだ。つまり、歴史家の眼には、耐え難い程の醜い世界がN’詩人
の眼には、この上もなく美しい、というわけなのだ。スコットは、この血みどろな
時代を、詩人の眼で美しいと感じ、文学に書き綴ったのである。
　しかし、一方、歴史家スコットは、この不毛で冷酷な美しさを、ぎびしく批判し
ている。この一見矛盾する「二面性」が、作者としてのスコットの本質であb、
OldM・rtalityばかbでなく、スコ・ト文学全体の特色ともなっているので
ある。
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　〔注〕
①この訳名は、大和資雄氏「3コ。ト」（研究社、1955）のものを使わせて
　いただいた。
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⑪
????
J．G．Lockhart：Life　of　slrWalter　Scott，　p．297
cf．　Edgar　Johnson：　The　Great　Unknown，　　pp．557－9
Luk五cs：Historical　Nove，1．
Daiches：　＄cott，sAchievement　as　a　Novelist．
（Modern　Judgements：Walter　Scott）
Ibid．　　　　　p。　52
cf．　T．　Crawford：　Scott．　p．，62
Th・F・rtun…　fNig・1・　・h・5
A．Welsh：TheHero　of　the　Waverley　Novelsg　P．255
Si「Walter　Scott（anonymous）：Review　inQuarterly
Review　　（Scott：The　Critical　Heritage）　pp．141－2　　　　，
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pp．　255－6
SirWalter　Scott：Quarterly　Review
R．C．Gordon：　Under　Which　King？　　　　p．50
A．＆J．Calder：　Scott，　p．103
ゲーテはエッカーマンに、「ウォルター・スコットは、私の『エグモント』の
ある場面を使。たことがあるが、彼vaはその権利があ。た。粉購した上でや
ったのだから、彼はほめられていいのだ。」と語ったとのことだが、（エ。カー
マン：ゲーテとの対話、1825／1／18）スコットが借用したとゲーテが言
っているのは、このWappenschawの射撃腕比べの場面に間違いない。尤も
スコット自身は、ゲーテから借用したという意識は余り持っていなかった模様で、
「この種の行事は、欧州の各地でも行われている’ようだ」などと言っている程度
　　　　　　　　　　　　　　　一20一
である。しかし、スコットの作品には珍らしく、自由や人間の権利などというも
のが、前面に押しだされていることからみて、この・Old　Mortalityが自由
の戦士エグモントの思想的影響を受けていることは可成り明らかである。ヴェル
テル的感傷家Waverleyといい、エグモント的Henryといい、ゲーテ文学の
影響は、かなりスコットの小説にも見ることができるようだ。
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R．Mayhead：Walter　Scott　（Profiles　in　Literature），
pp．86－7
R．C．Gordon：Under　Which　King？
E．Muir：Scott　and　Scot壼an（塩
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